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１ 研究主題 

歴史的因果関係を追究し、文章にまとめ上げる力を育む社会科学習の在り方 

―「説明モデル」、Jamboard の活用を通して― 

２ 主題設定の理由 

（１）社会的背景から 

 私たち人類は、長らく争いを続けてきた。特に 20 世紀には数千万人の犠牲者を出す悲惨な

大戦を 2 度も経験してきた。その反省として、戦後では国際連合といった組織が出来上がる

などしたが、戦争が止むことはなかった。加えて、2019 年以前から、米中対立が激化したこ

と、2020 年には「ナゴルノカラバフ問題」、「パレスチナ紛争」、「中印国境紛争問題」が再燃

したことも記憶に新しい。これは我が国にとっても対岸の火事ではない。領土問題や政治的課

題が存在している現状である。これらの出来事に共通しているのが「歴史的事象が積み重なっ

て、今日までに至っている点」である。起きた出来事に対する因果関係の追究は物事の「原

因」を追うことに繋がり、「原因」が分かれば「問題解決」への糸口へとなるはずである。 

 また、高等学校では新たに『歴史総合』という科目が創設される。日本・世界の近現代史に

おける歴史的事象を、諸資料を用いて多面的・多角的に分析し、「自分の意見としてまとめ上

げて説明すること」が求められている。従来の知識偏重傾向にある歴史教育の脱却を図る動き

が起きている。中学校段階でも、歴史的事象の因果関係を追って、自分の意見として文章化 

できる素地を養う必要性があると言える。 

 

（２）学習指導要領から 

 本研究は、平成 29 年 3 月に告示の中学校学習指導要領の社会科〔歴史的分野〕の目標(１)

「我が国の歴史の大きな流れを、世界の歴史を背景に、各時代の特色を踏まえて理解するとと

もに、諸資料から歴史に関する様々な情報を効果的に調べ、まとめる技能を身に付けるように

する。」と目標(２)「歴史に関わる事象の意味や意義、伝統と文化の特色などを、時期や年

代、推移、比較、相互の関連や現在とのつながりなどに着目して多面的・多角的に考察した

り、歴史に見られる課題を把握し複数の立場や意見を踏まえて公正に選択・判断したりする

力、思考・判断したことを説明したり、それらを基に議論したりする力を養う。」に関連して

いる。特に、目標（１）からは現代社会で起きている出来事の歴史的起因を追い、思考・判断

して説明すること、目標（２）からは歴史的事象の繋がりを諸資料から広く分析し、原因と結

果の関係性を追うことが重要であると言える。そして、これらの目標が達成されることによ

り、学習指導要領における「歴史的な見方・考え方」を養うことにも繋がるのである。 

 

（３）印教研研究主題から 

よりよい社会の実現に寄与する「生きる力」を培う社会科学習 

～自ら課題を見出し、自らの考えを表現できる児童生徒の育成を目指して～ 

 よりよい社会の実現をするためにも、歴史から学んだ事を現在に生かしていかねばならない。

歴史で起こった大きな出来事には必ず原因がある。その因果関係を見出した後に見える反省点

を考えていくことができれば、平和な社会の寄与に繋がる。現代社会をより良くしていこうと

する生徒を育成するためにも、歴史を深く掘り下げて、視野を広くする活動は必要である。 
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（４）生徒の実態から 

 生徒は八街中央中学校の３学年を対象とする。明るく前向きに、集中して授業に取り組んで

いる。更なる実態把握をするため、アンケートを取った。回答は資料編 P１に記載した。 

アンケートの結果より、歴史学習に対する意欲は高いと言える。一方で、日本・世界史分野

において一定数、好きとは言えない生徒がいるのも事実である。全体的には肯定的な意見が目

立った。しかしながら、以下の課題が挙げられる。 

①受験に関連する「困り感」はあるが、実社会での「困り感」がない。 

 生徒の挙げた困り感からは「人物や年号を覚えることが多い」「漢字が大変」といった意見

が多く挙げられた。歴史に対して「暗記」という認識が強く、その困り感は現在直面している

「受験に関連したもの」に結び付いている。アンケートで「歴史学習には意義がある」と答え

た生徒でさえ、受験が終われば、その困り感は消失する可能性が高い。それで完結するのは非

常に勿体無いと私は考える。歴史に対する意欲が高いからこそ、歴史から学び取って、現在に

生かしてほしい。もしも「結果」から「原因」を挙げ、関係性が見出せれば、その原因を発生

させないように努められるであろう。例えば、江戸幕府はなぜ崩壊したかを考えれば、内政不

振、外交、財政悪化、新興勢力の台頭など、様々な原因が挙げられる。このことから、財政が

悪化すると国家の存亡に関わることが見出せ、そうしないためにはどうするかが考えられる。 

この様に、結果から因果関係を追い、原因を見出して対策を講じようとする姿勢・視点は、学

校生活に限らず、生徒にとって生かせるものとなるであろう。 

②歴史的因果関係を追うことに困難を感じている。 

 例えば「第一次世界大戦の原因は何ですか？」と聞いた場合、「サラエボ事件」と答えられ

るが、そこに至るまでの経緯を深堀りすることを苦手としている。個々の事象を押さえること

は出来るが、学んだ出来事である「点」を結び付けるまでには至っていない。アンケートから

「年号が覚えられない」という意見が目立った。その背景には生徒が歴史の並べ替え問題を苦

手としていることがある。確かに年号を覚えていれば、テストの問題は出来るかもしれない。

しかし、出来事の原因や結果を追い、流れがつかめれば解答できるのであって、この問題を苦

手としているということは、すなわち、歴史の因果関係が掴めていない証拠と言えよう。 

③現代と過去の歴史との関連が見えておらず、現在の国際的問題への関心も薄い。 

 歴史学習への関心は高く、アンケートには歴史を学ぶ意義を書けた生徒も多い。しかし、具

体的に現代で起きている諸問題が、習ってきた歴史的事象とどのように関連するのかが見えて

いない。「過去から学べることはあるが過去と現代との結びつきが見えていない」のが現状で

ある。出来事の原因は何だったのか、なぜこうなったのかを考えさせる機会があれば、現代に

生きる生徒が現代的諸課題を解決する糸口が見つかり、その結びつきが見出せるであろう。 

④論述を苦手とする生徒が多い。 

 アンケートの結果から、論述を苦手と感じる生徒が多いことが分かる。書くためには、書く

ための材料を理解し、結び付けていくことが求められる。 

 以上の点を踏まえて、まずは歴史の繋がり、すなわち歴史的因果関係を見出させいきたい。

因果関係には「原因」と「結果」が介在しており、「原因」を無くす手立てが導き出せる力が

付けば、同じ結果になりにくいはずである。歴史学習を通じて「原因」を追究する姿勢は、

様々な場面でも応用ができる。 
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３ 指導観 

 以上の設定理由から、歴史的事象の因果関係を追究し、分析して文章にまとめ上げる活動を

取り入れたい。そこで幅広く歴史を見る視野を養う。そして２年生から３年生になるにつれて

歴史は現代に向かっていく。現代史を扱う場面で再度、歴史を大観する。出来事の根源を追い

求めていくことで、歴史的な教訓を見出すほか、国際社会の出来事への関心も高めたい。 

 

４ 研究の目標 

歴史的因果関係を追究するために、授業に工夫を施し、歴史的事象の原因を追い求め

ていく力を養う。原因から結果を説明し、最終的に文章にまとめあげる力も養う。 

 

５ 研究仮説と手立て 

【仮説１】 

「結果」と「原因」の因果関係を観易い形で整理ができれば、生徒の思考も整理され、

説明することや文章化することが容易になるだろう。 

手立て①「結果」→「原因」→「時系列・重要順に並び替え」→「原因から結果を説明 

する」方法の普及 

  まずはどうして因果関係を追うことが大切なのか、必要性を生徒に実感させる。身近な事

例を基に「結果」から「原因」を挙げさせ、重要順に並べ替えさせて、最後に「『原因 A』

があったから、『結果』になった。だから『原因 A』は非常に大切だ。」と整理させる。 

これを歴史にも応用できれば、因果関係を掴み、歴史の流れも押さえられる手立てとして有

効であることを生徒に普及する。なお、歴史的因果関係という観点で、③の並び替えは時系

列に沿って行えば、流れや関係性も上手くいくであろう。 

 手立て②『説明モデル』を用いて、「原因」と「結果」を関連付ける 

  本研究を実践するにあたり、先行研究を捜索した。その先行研究は、船田次郎先生(現： 

島根大学大学院教育研究科教授)の『説明モデル』である。『説明モデル』とは歴史の各要因 

を「説明変数」という語句で表し、関連付けて説明する。「原因＝独立変数(X)」と「結果 

＝従属変数(Y)」、「具体的事例かつ原因と結果を結び付けるもの＝媒介変数(Z)」とする。 

図式は以下のとおりである。※(１) 
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図式化する上で、中核となる問い、 

強調する理論を設定し、原因を掘り 

下げていくのである。船田次郎先生が 

実際に設定した「中核の問い」と 

「説明変数を取り出すために強調する 

理論」は右上の表の通りである。※(２) 

永仁の徳政令が出された背景を「御家人制度の保持」という理論から派生させ、御家人が窮

乏した原因を多角的に考察するのである。そして、船田次郎先生が実際に授業で生徒と作り上

げた『説明モデル』は以下の通りである。※(３) 

 

         図 2「クラスで完成させた『説明モデル』」 

このクラスの生徒は「貨幣経済の普及や分割相続、元寇での御家人の負担や恩賞無獲得が御

家人の窮乏を生み、御家人の不満が高まったことは幕府の基盤である御家人制度に影響を与え

る。その御家人制度の保持のために幕府は徳政令を出した。」と説明ができた。『説明モデル』

を学級全体で考え、深め、作り上げることで思考が整理された。原因が判明できるほか、一連

の流れも説明できるこの『説明モデル』は生徒にも有効であると考えられる。 

 

【仮説２】 

『説明モデル』の作成と Google Jamboard を組み合わせれば、歴史的因果関係を追究する

活動がより活性化されるだろう。 

手立て③Google Jamboard の活用 

 先程、紹介した手立て①・②を Google Jamboard に組み合わせる。Jamboard は付箋機能も

ついており、付箋の移動、文字の書き込み、図形の挿入も容易である。また、色ごとに付箋を

使えるため、意図して整理することも可能である。シートもたくさん設けられ、各班でシート

を担当すれば、他の班の意見も容易に見ることができる。意見の共有という点でも活用がしや

すい。現在は、コロナ禍でグループ活動がなかなかできない状況にある。Google Jamboard の

活用はソーシャルディスタンスの確保も図れるメリットがある。 

 

手立て④Google Jamboard を用いた意見の交換・深め 

 まずは一つの学習課題に対し、個人、グループの順で意見を出させる。付箋に意見を書かせ

て、意見交換をさせる。その後、タブレットに示されたシートを全体で共有し、学級で意見を

深める。生徒の意見を引き出し、原因の重要性や時系列を考慮し、一つの『モデル』を作る。 
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手立て⑤Google Jamboard によって作成した『説明モデル』を参照した言語活動の充実 

 そして、最後に Jamboard で作成した『説明モデル』を参照して、個人で「原因から結果」

の流れで文章に起こす。第 4 部会社会科研究部では、第 68 次印教研で「文章にまとめ上げる

力」の育成を提案された石澤孝明先生(現：八街中学校)の流れを継承し、言語活動の充実化を

図ってきた。石澤先生での提案の中にも、フィッシュボーンなどの思考ツールを用いて、思考

を整理し、文章化する取り組みが紹介された。それを発展させ、時系列や重要性を学級全体で

考え、深めた『説明モデル』を活用すれば、文章化もより容易になると考える。また、原因の

重要性は学級で議論はなされるが、どの原因が重要として、どのように文章にまとめるかは生

徒に任せるものとする。 

 

６ 研究の内容・方法 

 研究内容                研究の方法 

 

 

 

７ 仮説の検証・授業の実際 

【仮説１】 

「結果」と「原因」の因果関係を観易い形で整理ができれば、生徒の思考も整理され、説

明することや文章化することが容易になるだろう。 

 

検証１ 『説明モデル』により、生徒の思考は整理されたかどうか 

急に『説明モデル』を取り入れても、生徒に必要感が生まれないと考え、身近な事例から、

原因を追い求め、何が、どのように大切なのかを考えさせた。その例は以下の通りである。 

例：体育祭応援賞を取れたのはなぜ？→毎回の反省が良い→練習が計画的→リーダーの士気が高い→団員の士気が高い 

→目標がしっかり共有されていた→目標設定と共有が大切だ 

 

 この事例から、「応援賞を取るためには目標設定や共有が何より大切だ」という実感を生徒

が抱き、これが因果関係を追究することだと説明した。これを歴史にも応用すれば、原因がつ

かめ、流れが説明できるだけでなく、現代に生きる私たちが、その原因を繰り返さないように

すれば、歴史学習の意義も深まると説明を続けた。生徒は納得していた様子だった。 

 次に、生徒が既に学んでいる江戸時代を題材に「なぜ江戸幕府は滅びたのだろうか」という 

課題で原因を掘り下げさせた。生徒に意見を挙げさせ、教員が黒板に書き記し、それらがどれ

と関連しているかを質問し、矢印で結んだ。活動の結果は以下の通りである。 

 

『説明モデル』の活用により、歴史的事

象の原因を追究できたか。 

・学級で作り上げた『説明モデル』の分析。 

Jamboard による『説明モデル』で歴史的

因果関係を追究し、原因と結果の流れを

文章化する力が身に付いたか。 

・抽出生徒の文章、姿勢の変容から分析。 
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3 年 1 組で作り上げた『説明モデル』 

 江戸幕府が滅んだ原因を結果から、このようにまとめた。「江戸後期から飢饉が発生し、各藩

では財政難に見舞われた。この頃から幕藩体制に不安が生じた。幕府の改革が失敗に終わる中

で、外国の圧力も加わり、物価上層もあって庶民の不満も高まった。幕府の権威が落ちる中で

薩摩・長州が台頭し、やがて戦争となって幕府は崩壊した。」という文章である。 

 原因として「各藩の財政難」「外国の圧力」「薩長の台頭」を挙げ、中でも「幕藩体制の揺ら

ぎ」が幕府を支えていた根底が崩れたことと繋げたのである。幕府が滅ぶ中での幕末の出来事

を簡潔に図式化することができた。 

 

【仮説２】 

『説明モデル』の作成と Google Jamboard を組み合わせれば、歴史的因果関係を追究する

活動がより活性化されるだろう。 

検証２ Jamboard を用いた『説明モデル』で、文章にまとめ上げる 

 「第一次世界大戦」にて「なぜ第一次世界大戦は起きたのだろうか」を学習課題に取り組ま

せた。なお、「第一次世界大戦」の授業は２時間扱いとし、前時で第一次世界大戦の概要に触

れている。グループで原因を考え、最後に学級で討論を重ねてできた Jamboard による『説明

モデル』は以下の通りである。(資料編にも同様の資料がある) 
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第一次世界大戦を「結果＝従属変数(Y)」としてピンクで示し、「原因＝独立変数(X)」を青

で、「その間に立つ事象＝媒介変数(Z)」を黄色で示した。以下の欄内に、学級で話し合い、

考えを深めた活動を掲載する。 

西村：はい。では第一次世界大戦の原因は何だったでしょうか？ 

生徒１：直接的な原因は「サラエボ事件」だと思います。サラエボ事件はセルビアとオーストリアの関係  

が悪化した結果起こりました。 

西村：そうですね。では、どうしてセルビアとオーストリアの関係が悪くなったのでしょう？  

生徒２：サラエボをオーストリアが取ったことが原因だと資料集に書いてあります。ここはヨーロッパの 

火薬庫と呼ばれていました。 

生徒３：バルカン半島にロシアが進出したかった狙いもあります。独立も支援していましたし。  

西村：そうですね…ではなぜバルカン半島で独立運動が激しくなったのでしょうか？ 

生徒４：オスマン帝国が衰退したことが資料集に書いてあります。なので、独立運動に関連します。  

西村：オスマン帝国はなぜ衰退したのでしょう？さすがにその理由はわかりませんか？ 

生徒４：……わかりません。でも、ヨーロッパが強くなったことと関係がありそうです。 

西村：どうしてヨーロッパは強くなれたのでしょう？ 

生徒５：ヨーロッパが強くなったのは産業革命が原因だと思います。 

生徒１：産業革命でヨーロッパが強くなった結果、植民地争いが激しくなったんじゃなかった？  

西村：植民地は何のために得ようとしたんですか？ 

―長い間が生まれる― 

生徒６：…お金を得るため？製品を外国で生産して、売るんですよね。 

 西村：そうです。資本主義が広がったのも要因ですね。様々な革命で資本家が出ましたね。 

    こうして考えると産業革命でヨーロッパが強くなったことが色々なことに結び付いていますね。  

    列強の覇権争いは結果として何をもたらしましたか？ 

生徒７：イギリスとフランスが仲悪くて、植民地を取りまくる結果となりました。 

 西村：ほかに、対立していた国はありますか？ 

生徒７：ドイツとイギリス、フランスも仲悪かった印象です。 

 西村：ではなぜドイツとフランスは関係が悪かったのですか？ 

生徒８：ドイツ帝国がベルサイユ宮殿で誕生したのは、さすがにフランスも怒ると思います。  

 西村：そうですね。実際にビスマルクも、フランスを孤立させる政策を執ったのですよ。 

生徒９：前の授業で、新しい皇帝が新たな領地獲得を目指して、イギリスと対立したことを学びました。 

    「列強の争い」からイギリスやフランス、ドイツの関係のことが書けると思います。 

 西村：結果として、２つの陣営ができましたね？何でしたっけ？ 

多くの生徒：三国協商と三国同盟！ 

生徒１：はい。結局、サラエボ事件も領地を得ようとする野心が働いた結果起こったと思うので、第一次 

世界大戦が起きた根源は結局は「列強の覇権争い」なのではないかと思います。 

 西村：ありがとうございました。では、様々な出来事が出ましたが、大戦の原因として、何が重要かを 

踏まえて、意見をプリントに書いてください。 

 討論を通して、様々な意見を出させ、並べ替えさせ、整理させた。上の討論を見ると、皆が

意見を発表したわけではないが、違う考えを持つ生徒が資料を根拠に堂々と意見を述べ合い、
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視点が広がった印象を受けた。この後、学習課題に対する考えを書かせた。生徒を抽出して、

分析をする。次の生徒は、授業は受け身で記述は苦手である。テストは平均点以下である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この生徒は文章を読むことを苦手としており、教科書などから根拠を導き出すことも苦手と

していた。しかし、この生徒は文章として、自分の意見をまとめ上げることが出来た。大戦が

起きた原因について「ビスマルクの罷免」と「ヴィルヘルム２世の世界政策」が更なる緊張の

激化に繋がったと捉え、大戦が起きた結果に結び付けた。それ以上に、大戦によってヨーロッ

パが衰退に向かっていったことにも触れられ、因果関係を掴んで文章化できた。後に話を聞く

と、図式化した資料であれば、時系列を追いやすく、文章も書きやすかったという。 

 

 もう一人、テストの点数が平均点以上取ることができ、歴史に関心の高い生徒の記述を抽出

したい。どちらかといえば、一問一答を得意とする生徒で、発想を膨らませるよりかは、授業

で習ったことを忠実に獲得していくタイプの生徒である。 

 

 この生徒もビスマルク罷免について触れている。(殺害と間違った部分もあるが…)しかし、 

この生徒が第一次世界大戦が起きた、そもそもの原因として一番に挙げてきたのは「各国の関

係が悪化していた」ことであり、そこから南下政策や独立運動、革命、３B 政策などに発展し

たと述べた。結果として第一次世界大戦が起こったと総括した。何が原因で第一次世界大戦が

起きたのか、根拠は人それぞれではあるが、どれも一理あるものである。 

 また因果関係を追究する授業として「なぜ第二次世界大戦は起こったのか」「なぜ太平洋戦

争は起こったのか」の２つも行った。出来た説明モデルとまとめの文章は資料編 P に記載し
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た。 

 ※なお本研究では「世界の国々などが関連する、複雑な出来事」、「時代の終わりから、原因

を追究するもの」を探求題材として取り扱った。(例：第一次世界大戦など)生徒にとって、因

果関係が見えにくく、原因を挙げることに困難を感じるであろうと推測した結果である。 

 

８ 結論 

検証１より 

〇『説明モデル』の活用により、歴史的事象の原因を見出す力が身についた。原因を列挙し、 

 時系列などに並べ替えて、結果まで繋ぐ力が身についた。 

〇第一次・第二次世界大戦などの複雑な事象が絡む単元において、知識の整理に役立った。 

検証２より 

〇Jamboard の活用により、生徒の意見交流が進み、学級全体で『説明モデル』を深めること 

ができた。故に、それを基にして文章にまとめることもできるようになった。 

 

９ 研究の成果（〇）と課題（▲） 

〇Google Jamboard を使うことで、学級単位で意見が多く出てくることが分かった。また、 

シートを変えれば、すぐに他の班の意見も見られるため、他班からも学びやすい。 

〇２つの大戦は、様々な知識をこんがらがって覚えてしまう傾向にあるが、知識を整理した上 

 で文章に起こすことができた。 

〇結果から原因を追っていく手立てを通し、時代を大観して、原因を追究することができた。 

▲コロナの関係もあり、机を向かい合わせて班活動ができなかった。そのための Jamboard で 

あるが、PC に向かう形になるので、真剣に取り組んでいるのかが判別しにくいと感じた。 

▲意見を出す過程はスムーズにいくが、深める手段をもっと考える必要がある。(特に学力が 

厳しい生徒が、どうしたらより考えられるようになるか。) 

▲知識を定着させていないと、時系列の整理や因果関係を追うことも厳しい。(今回は 1 問 1 

答形式の動画などを活用したため、定着が図れていた) 

 

―参考文献・資料・引用― 

(１) 社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第号 24 

歴史事象の因果関係を匚説明」する中学校社会科歴史授業の開発 

一単元匚武士の台頭と武家政権の成立」における『説明モデル』の作成を通して－pp.62,64 から引用 

(２) 社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第号 24 

歴史事象の因果関係を匚説明」する中学校社会科歴史授業の開発 

一単元匚武士の台頭と武家政権の成立」における『説明モデル』の作成を通して－pp.66 から引用 

(３) 社会系教科教育学会『社会系教科教育学研究』第号 24 

歴史事象の因果関係を匚説明」する中学校社会科歴史授業の開発 

一単元匚武士の台頭と武家政権の成立」における『説明モデル』の作成を通して－pp.69 から引用 

〇原田智仁『高校社会 「歴史総合」の授業を創る』(明治図書、2019 年 12 月) 
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第 71 次印旛地区教育研究集会 

(社会科教育・中学校) 

 

 

歴史的因果関係を追究し、文章にまとめ上げる力を 

育む社会科学習の在り方 

―『説明モデル』、Jamboard の活用を通して― 

 

 

 

 

資料編 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

西村 三郎(ニシムラ サブロウ) 

第四部会・八街市立八街中央中学校 
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１、事前アンケートの結果 (八街中央中学校) 

令和三年度 八街市立八街中央中学校 ３学年 回答生徒数 140人 

１、あなたは社会科の授業が好きですか？ 

そう思う＝76％  ややそう思う＝20％  あまり思わない＝2％  思わない＝2％ 

 

２、あなたは歴史の授業(日本史)が好きですか？ 

そう思う＝41％  ややそう思う＝45％  あまり思わない＝13％  思わない＝1％ 

 

３、あなたは歴史の授業(世界史)が好きですか？ 

そう思う＝31％  ややそう思う＝55％  あまり思わない＝12％  思わない＝2％ 

 

４、あなたは歴史の授業(現代史)が好きですか？ 

そう思う＝28％  ややそう思う＝35％  あまり思わない＝31％  思わない＝6％ 

 

５、歴史的な出来事は現代の事象とつながっていると思いますか？ 

そう思う＝55％  ややそう思う＝33％  あまり思わない＝10％  思わない＝2％ 

 

６、世界の出来事が日本での出来事に影響を与えている(またはその逆)と思いますか？ 

そう思う＝51％  ややそう思う＝43％  あまり思わない＝4％  思わない＝2％ 

 

７、あなたは、歴史の出来事を文章に表して説明することが得意だと思いますか？ 

そう思う＝17％   ややそう思う＝38％  あまり思わない＝40％ 思わない＝5％ 

８、あなたは歴史を勉強することに、どのような意味を見出していますか？ 

 ・他の国の歴史を知ることで、外国との違い・価値観を知り深く興味を持つことができる。  

・日本や世界の失敗を繰り返さないようにすることができる。 

・過去にあった出来事を知ることの大切さ 

・日本のために尽力してくれた人のことを学ぶことで今につながったことがわかる。 

・物事について深く考える力が身についたりできる。 

・過去の政策やできごとを学ぶことで、どんなことがどんな影響を及ぼすのか考えることができる。  

・今の時代につながる大切な勉強だと思う。 

・過去に起こったことを学び,今に活かしたり,過去を教訓にすることができると思う。 

９、歴史を学ぶ上で難しいと感じていることは何ですか？ 

 ・年代を覚えること。 ・出来事の繋がり  ・人物名を覚えること 

・年号が覚えられない ・語句を覚える   ・何かをしたときのその人の心情 

・登場人物が多い   ・人物との繋がりや語句を覚えること。 

・時代と時代のつながりが切れてしまう   ・漢字 

・政党名がごちゃまぜになる 
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２、事後アンケートの結果(八街中央中学校) 

令和三年度 八街市立八街中央中学校 ３学年 回答生徒数 140人 

１、あなたは社会科の授業が好きですか？ 

そう思う＝78％  ややそう思う＝18％  あまり思わない＝2％  思わない＝2％ 

 

２、あなたは歴史の授業(日本史)が好きですか？ 

そう思う＝44％  ややそう思う＝42％  あまり思わない＝13％  思わない＝1％ 

 

３、あなたは歴史の授業(世界史)が好きですか？ 

そう思う＝46％  ややそう思う＝40％  あまり思わない＝12％  思わない＝2％ 

 

４、あなたは歴史の授業(現代史)が好きですか？ 

そう思う＝36％  ややそう思う＝30％  あまり思わない＝28％  思わない＝6％ 

 

５、歴史的な出来事は現代の事象とつながっていると思いますか？ 

そう思う＝55％  ややそう思う＝38％  あまり思わない＝5％  思わない＝2％ 

 

６、世界の出来事が日本での出来事に影響を与えている(またはその逆)と思いますか？ 

そう思う＝52％  ややそう思う＝42％  あまり思わない＝4％  思わない＝2％ 

 

７、あなたは、歴史の出来事を文章に表して説明することが得意だと思いますか？ 

そう思う＝25％   ややそう思う＝48％  あまり思わない＝22％  思わない＝

5％ 

 

 

３、Jamboard を用いた『説明モデル』―第一次世界大戦― 

 

 

 

 

 １班 
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２班 

３班 

４班 
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４、完成した Jamboard を用いた『説明モデル』―第一次世界大戦― 

 

 

 

 

 

 

５班 

６班 
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５、この『説明モデル』を参照して、まとめた生徒の意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６、Jamboard を用いた『説明モデル』 ―第二次世界大戦― 
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７、この『説明モデル』を参照して、まとめた生徒の意見 ―第二次世界大戦

― 
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８、Jamboard を用いた『説明モデル』 ―太平洋戦争― 
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９、この『説明モデル』を参照して、まとめた生徒の意見 ―太平洋戦争― 
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１０、『説明モデル』の導入として使った、江戸時代に関する『説明モデル』 

 

 

 

 

 

 

 

１１、八街中央中学校における、Jamboard を用いた他の実践 (内山慧太郎教諭) 

   ①国立歴史民俗博物館の資料『江戸図屏風』を chromebook で見て、以下 

の人を探し出し、どのような身分で、どのような仕事をしていた人かを 

考える。 

   ②『なぜ、江戸時代が 260 年も続いたのか(生活の様子から)』を学習課題 

とし、考えた意見を文章にまとめあげる。 
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１２、内山教諭の授業での生徒のまとめ文章 

 

 

 

 

 

 

 



27 

 

 

 

 

 

 



28 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


